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第 1 章 はじめに

「最大の社会的ジレンマ」と言われている環境問題の解決のためには、高い道徳性を持つこと

が望ましいと考えられる。コールバーグは、道徳性の発達段階を「正義の推論」「役割取得能力」

「人間の尊重」を基に把握した。その結果、道徳性は 16 歳以上になると発達の差が大きくなるこ

とや、低い段階から高い段階に一方向的に進むことが明らかにされている。このことから、高校

生の時に、高い段階の道徳性に達している人数が多いということは、将来的により多くの高い道

徳性に達する人が見込め、ひいては環境問題の解決には望ましいということになる。道徳性は、

さまざまな要素から影響を受けて発達するが、地域の環境からも影響を受けているものと考えら

れる。もし、道徳性の発達と地域の環境との関係が確認されれば、道徳性が地域の環境の指標と

なり、地域の環境を保全することにつながる。

そこで本研究では、まず、現代の日本における環境問題に適応させるために、コールバーグの

認知発達的アプローチを基にした、環境問題に対する道徳的価値観（以下、単に、道徳的価値観

と記す）を定義した。そして、道徳性の発達の差が大きくなると言われる高校生の道徳的価値観

が、地域の環境を含めた、どのような要素に影響を受けているのかを把握することとした。なお、

環境問題に対する道徳的価値観とは、環境問題の中やそれを解決する際に現れる 7つの道徳的価

値（「社会的規範と社会的統制」「良心」「愛情と感謝」「公正な行為と実行力」「懲罰の公正」「生

命及び生きる喜び」「所有と財産」）に対する個人の感覚のことで道徳的価値を表現する行動力も

含む、と定義した。

本研究は、次のことを目的として行った。

1 現在の高校生の環境問題に対する道徳的価値観を把握する。



2 高校生の環境問題に対する道徳的価値観が、地域の環境からどの程度影響を受けているのか

を把握する。地域の環境からの影響については、その他の要素からの影響と比較して考察す

る。

地域の環境を把握する際の指標は（以下、「地域の環境指標」と記す）、「緑被率」「緑視率」

「騒音」とした。研究の対象は、神奈川県相模原市と相模原市内にある全日制高校の高校生であ

る。対象地域には、多様な環境が存在しており、本研究で「地域の環境指標」についてもさまざ

まな値が得られる可能性が高い。また相模原市の中学生は市内の高校への進学希望率が高く、多

くの比較分析できる資料が得られる可能性が高い。

本研究では、心理尺度を使って、高校生の環境問題に関する道徳的価値観を把握するのが適当

と考え、2 回の予備質問紙調査を経て、独自に環境問題に対する道徳的価値観尺度（以下、単に

道徳的価値観尺度と記す）を作成することにした。第 1 回予備質問紙調査や研究対象地内で道徳

的価値観尺度を使った道徳的価値観質問紙調査の結果から、高校生の道徳的価値観の実態を把握

した。回答者が生活する「地域の環境指標」については資料や実測により把握した。「地域の環境

指標」以外で道徳的価値観に影響を与える要素（以下、バイアスと記す）については、道徳的価

値観質問紙調査の回答や回答者個人が所属する高校の偏差値より求めた。道徳的価値観の得点と

「地域の環境指標」及びバイアスのデータと照らし合わせて、「地域の環境指標」が道徳的価値観

に与える影響を分析した。

第 2 章 高校生の環境問題に関する道徳的価値観尺度の作成

まず下位尺度を考えて、環境問題を「地域と地球の環境（AE）」「自然と生物（NL）」「資源・エ

ネルギー（RE）」「一般的配慮（CC）」という 4 つに分類した。そして、加藤ら 1998、飯島 2000 な

どを参考に、環境問題を網羅するように 4 つの分類の中に、計 71 の質問と選択肢を作成した。道

徳的価値観を評価する際の基準は、「正義の推論」「役割取得能力」「生命の尊重」「規範意識」

「道徳的行動力」のいずれかとした。各質問の内容や表現について、誤解されるところがないか

を確認した後、2 回の予備質問紙調査を実施した。第 1 回は、神奈川県立 X 高校の 2 年生以上を

対象に 2008年 7 月に実施した。210 名が検査を受け 163 を有効と判断した。第 2 回は、神奈川県

立 X 高校の 2 年生、Y 高校の 3 年生、Z 高校の 2、3 年生を対象に、2009 年 6、7 月に実施した。

合計 211 の回答が得られ 198 を有効と判断した。2 回の予備質問紙調査の結果に対して、被験者

の差異を出すのに適さない質問を排除するための平均得点の確認、各質問の回答傾向と尺度全体

の回答傾向を調べるための G-P分析、質問群の信頼性・均質性を調べるためのクロンバックのα

係数の確認、そして、第 1 回と第 2 回の結果について再現性の確認を行って、道徳的価値観尺度

を完成させた。

予備質問紙調査の結果より、高校生の環境問題に関する道徳的価値観の平均得点は、質問の配

点から判断すると、4 つの分類すべての得点が、配点の中間点にあたる 2.50 を超えていて、比較

的高いことがわかった。また NL の得点は、他の分類の得点より有意に、かなり高くなっていた。

また、クラスター分析を行って別の分類で評価を行った結果、税など強制的に徴収されるものに

関する道徳的価値観の得点は著しく低くなっていた。このことは、得点の高い NL の中の問題です

ら同様であった。

第 3 章 道徳的価値観質問紙調査の実施と結果

道徳的価値観質問紙調査には、合計 60問で構成した質問紙（道徳的価値観質問紙）が使われた。

60 問は、道徳的価値観尺度の質問 40 問（AE:10 問、NL:15 問、RE:10 問、CC:5 問）、SDS の質問群



10 問、バイアスを把握する質問 9 問、回答者に「地域の環境指標」を対応させるために必要な「現

住所」を町単位で問う質問 1 問であった。バイアスは、「性別」「学年」「居住年数」「家と学校に

いる時間（家学校）」「子どものころの遊びの経験（遊び）」「環境問題に対する家族の態度（家族

態度）」「ペット飼育の経験（ペット）」「野外レジャーの経験（レジャー）」「情報源」である。道

徳的価値観質問紙調査は、対象地域である神奈川県相模原市内の 14 校の高校生を対象に実施され

た。対象生徒数は、おおよそ 3520であり、この数は相模原市内の全日制高校における 1 学年規模

の生徒の 88％に該当する。結果、2971の回答が得られ、2847を有効とした。

第 2 章で述べたクラスターに従って、分析したところ、NL の質問が多いクラスターの得点が高

く、税など、強制的に徴収されるものに関する質問が多いクラスターの得点が低い結果となった。

これは、第 1回予備質問紙調査のときと同じ傾向を示しており、信頼性の高い結果であると考え

た。また、環境問題については、かなり漠然とした不安をもっているが、具体的な行動をしなけ

ればならない質問やふだんの生活で、自分が環境に負荷を与えているという意識は低くなってい

た。

学校単位に道徳的価値観の得点を集計してみたところ、道徳的価値観の得点が全体的に高い学

校、低い学校を明確に示すことができた。また、下位尺度それぞれについても、学校による違い

を示すことができた。学校による、ある程度の差を表現できたのは、道徳的価値観尺度で比較に

適した質問が選別されていた結果だと考える。また、学校の状況に応じて、高校における環境教

育について提案を行った。

第 4 章 地域の環境指標の把握

「緑被率」は、相模原市の『緑の実態調査報告書』の資料と、航空写真をもとに GIS ソフト

TMTmips6.8 を使って、町ごとに写真を切り抜き、PhotoShopElements3.0 を使って緑被地のピクセ

ル数を測定することにより計算した。「緑視率」は、高さ 1.5ｍ、焦点距離 28mm のレンズで北、

北東、東、南東、南、南西、西、北西の 8 方向を撮影し、写真の中で緑が写っている割合を算出

し、その平均値をその地点の「緑視率」とする方法を採用した。この方法は、相模原市が実施し

た『新しい総合計画策定のための市民アンケート調査』のデータとの対応を用いて検証を行った

結果、その地域の緑の量を感じて答えている項目と、かなり高い相関があり、測定された緑視率

が地域の環境をとらえる指標として適していると判断した。「騒音」は、日常生活している中で感

じているということを考えて、環境騒音とし、1.2ｍの高さで L50 法を用いて測定した。「緑視率」

と「騒音」の測定は 2009 年 6月 9 日から 10 月 23 日、および 2010年 6 月 4 日から 6月 24 日まで

の期間で、平日の午前 9 時から午後 5 時の間に、1 地点につき 1 度だけ行った。測定地点は、対

象地域において、北緯35°35′11″7 および東経 139°21′18″5 の線を縦横の軸とし、そこから

500m おきに線を引いた時にできる格子点において行った。以上の方法で得られた結果を基に、第

２章で作成した道徳的価値観尺度を使った本調査のデータと照らし合わせることができるように、

2km×2km と設定した高校生の日常の生活範囲を考慮に入れた「緑被率」「緑視率」「騒音」を計算

した。

第 5 章 高校生の環境問題に対する道徳的価値観と地域環境指標との関係

「地域の環境指標」のデータ、第 3 章のバイアスのデータ、もう 1 つのバイアスである「偏差

値」のデータを独立変数、道徳的価値観尺度の得点を従属変数として重回帰分析を行った。重回

帰式への当てはまりは良くなく、本研究で影響があると考え選出した要素だけでは、道徳的価値

観を予測はできなかった。この結果は、道徳的価値観が、より多くの要素によって形作られてい



ることを示している。ただ既往研究から選出した「性別」「家学校」「遊び」「家族態度」「ペット」

「レジャー」については、豊富な経験や、家族の厳しい態度に接することによって、道徳的価値

観の得点が高くなる傾向が現れていた。また標準化係数の値の大きさから判断すると、「家族態

度」の影響が強く、次いで「レジャー」が強くなっていた。また「情報源」のうち「本」や「勉

強」の影響も比較的高くなっていた。回答者が選ぶ情報源は、テレビやインターネットが多かっ

たが、本や学校の勉強の影響の方が強くなっていることがわかった。

「地域の環境指標」の影響は、上記の要素より全体的に小さくなっていて影響はかなり少ない

と言える。ただ RE を従属変数としたときの「緑視率」の影響は、「家族態度」の1/3 になってい

て、全体で比べても 3番目に影響が大きくなっていた。ただし、この影響は負の影響になってい

て、「緑視率」が低いところに住む回答者は、RE の得点が高いという結果になっていた。

道徳的価値観への影響を、バイアスを 1つずつ排除した集団を多数作り、その集団すべてで影

響を考える手法で分析を行った。その結果は、「地域の環境指標」の影響も含めて、重回帰分析

の結果を支持するものであった。さらに「偏差値」が高い回答者は、道徳的価値観の得点も高い

という傾向が現れていた。また、REだけを見ると、「緑視率」だけでなく、「緑被率」や「騒音」

でも、負の相関を示す集団の数が、正の相関を示す数より多くなっている傾向があった。

第 6 章 総合考察

重回帰分析の結果、本研究で選出した要素だけでは、道徳的価値観を予測できるような結果に

はならなかった。よって、「地域の環境指標」が、地域の環境を守る指標として使えるという本

研究の仮説は否定されることとなった。しかし、既往研究で影響が強いと考えていた「家族態度」、

「レジャー」などについては、予想どおり、道徳的価値観に影響があることが示された。よって、

研究の進め方としては間違ってはいないと考えられる。ただ、学習の成果の表れとして使った「偏

差値」、「地域の環境指標」やバイアスの選出数、あるいは「地域の環境指標」のデータの取り方

などには問題があり、これらについては改善する余地がある。

「地域の環境指標」の中で、「緑視率」の影響が比較的強かったのは、他の研究でも示唆されて

いるように、視覚による情報認知が重要だからではないかと考える。また影響が負であったのは、

「危機感」への反応ではないかと考える。常に緑がたくさんある環境では、あまり環境のことを

考えないが、緑がなくなるとに「危機感」が芽生えるのではないかと考える。このことは、緑視

率が低くなってもかまわないと考えている人も、少なからずいることを示している。また相模原

市においては、緑視率と緑被率は相関が高いこともわかっており、人々が認識する環境を守ると

いう点では、物理的な緑の量を維持していくことは大切なことであると考える。また「騒音」に

ついても、同様の傾向があるので、緑の量と同じ配慮が必要と考えられる。

これに付随して、研究で用いた環境問題に対する道徳的価値観尺度は、道徳的価値観の得点を

短時間で得ることできる道具というだけでなく、高等学校における環境教育の教材として有効に

使えることもわかった。また合計 3度の質問紙調査によって、「自然と生物」の得点が高い、高校

生は環境問題解決のためにお金を支出することには消極的である、環境問題に対して漠然とした

不安は持っているものの、自分の行動と結びつけられない、などの結果が得られた。同じく高等

学校における環境教育への提言に活用することができた。また「緑視率」の測定方法については、

新しい方法を提案することができた。


